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◆
安
全
・
安
心
快
適
居
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
防
災
や
安
全
対
策
な
ど
の
強
化
、
環

境
保
全
・
公
衆
衛
生
の
向
上
、
都
市
基

盤
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
快
適
な
都
市

空
間
を
創
出
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
形
成
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
空
き
地
・
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

●
防
災
協
力
農
地
制
度
の
創
設

●
ご
み
の
戸
別
収
集
実
験
の
実
施
・
検

証◆
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
や
企
業
立
地

を
促
進
す
る
ほ
か
、
地
元
商
店
な
ど
の

活
性
化
や
、
憩
い
・
や
す
ら
ぎ
を
与
え

る
公
園
整
備
に
よ
り
、
市
民
だ
け
で
は

な
く
多
く
の
来
街
者
に
よ
り
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
海
老
名
駅
自
由
通
路
整
備

●
企
業
立
地
の
促
進

●
幹
線
・
準
幹
線
道
路
の
整
備

◆
新
市
街
地
形
成
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
快
適
な
都
市
空
間
を
目
指
し
、
海
老

名
の
新
し
い
顔
と
な
る
機
能
的
で
ま
と

ま
り
の
あ
る
新
市
街
地
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
海
老
名
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

●
新
市
街
地
（
海
老
名
運
動
公
園
周
辺

お
よ
び
本
郷
・
門
沢
橋
地
区
）
の
整
備

促
進

●
厚
木
駅
周
辺
整
備

◆
誰
も
が
い
き
い
き
健
や
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
そ
の

人
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
享
受

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
誰
も
が
の
び
の
び
と
健
や
か
に
生

活
が
送
れ
る
環
境
を
形
成
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
創
設

●
ス
ポ
ー
ツ
健
康
推
進
計
画
の
推
進

●「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
・
タ
ウ
ン

え
び
な
」
歩
道
の
整
備

◆
育
て
る
支
援
・
学
び
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
学
校
、家
庭
、地
域
の
連
携
に
よ
り
、

子
ど
も
達
を
地
域
全
体
で
支
え
る
と
と

も
に
、
教
育
施
設
や
教
育
指
導
体
制
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人

が
学
び
、
遊
ぶ
環
境
を
形
成
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

●
児
童
生
徒
数
の
変
動
に
応
じ
た
学
校

適
正
配
置
の
検
討

●
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
冷
暖
房
設

備
設
置

◆
市
民
活
動
と
生
涯
学
習
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
自
治
基
本
条
例
、
市
民
参
加
条
例
お

よ
び
市
民
活
動
推
進
条
例
の
理
念
に
基

づ
き
、
各
種
市
民
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
地
域
住
民
の
連
携
の
場
、
自
主
的

な
活
動
の
場
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
幅
広
く
提
供
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●
相
模
川
海
老
名
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

●
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
の
改
修

●
（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
施
設
の
建

設
と
運
営

問企画財政課☎（235）4634第四次総合計画後期基本計画を策定

集
中
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆安全・安心快適居住プロジェクト
◆まちのにぎわい創出プロジェクト
◆新市街地形成促進プロジェクト
◆誰もがいきいき健やかプロジェクト
◆育てる支援・学び応援プロジェクト
◆市民活動と生涯学習推進プロジェクト

民間企業
駅間開発地区

民間企業
駅間開発地区

ＪＲ相模線・海老名駅ＪＲ相模線・海老名駅

駅間部駅間部駅間部

（仮称）市民活動支援施設イメージ図

P・D・C・Aサイクルを活用した行政運営

　市では、健全な行政運営のため、P（プラン：計画）・D（ドゥ：
実施）・C（チェック：評価）・A（アクション：改善）を効
果的に運用しています。第四次総合計画後期基本計画におい
ても、このPDCAサイクルの活用にあたって、必要な改善
を行いながら毎年見直しを進めていきます。

　市の行政評価は、事業を所管する課などが行う担当部課評
価、各部などの次長で構成される行財政改革推進委員会が行
う内部評価、市が実施する行政評価を第三者の市民の目線で
再評価する機関の外部評価委員会が行う外部評価の３手法で
行っています。
　平成23年度実施計画事業（第四次総合計画の約400事業）では、全事業での担当部課評価を、この
うち47事業で内部評価、27事業で外部評価を実施しました。行政評価の結果は、市ホームページま
たは図書館および市役所１階の情報公開コーナーでご確認ください。

◆外部評価委員会とは
　学識経験者や公募市民など、12人で構成されています。同委員会では、行政側で気付かない課題
や事業の必要性、効果や改善などへの提案や行政評価制度そのものについての助言を行っています。 ▲海老名駅自由通路（駅間部）整備イメージ


